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退院患者調査について（案）

１　目的
精神科病院からの退院促進を進めるに当たり、地域でのサポート体制や基盤整備の検討に資するため、精神科病院から退院する患者の転帰先等を調査する。
　　　　
２　退院患者の状況を把握するための調査手法比較
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　　調査に対する各病院担当者の負担や、対象となる患者が偏らないよう考慮し、③の方法をベースに調査を組み立てる。

調査対象
府内の精神科病床を有する医療機関（63機関）から、府が指定する期間内に退院する患者全員。（対象者見込み　2,000～2,300名/月）

調査方法
　　大阪府の定めた期間（平成30年9月1日～3０日１ヶ月間）に、下記項目について調査。府から調査票様式を各医療機関に送付し、各医療機関で様式にデータ入力し、府へ返送する。
　
調査項目(案)　　
　①年齢区分
　②疾患名区分
　③今回の入院日（西暦/月/日）
　④今回の退院日（日）
　⑤入院時住所地（市町村）
　⑥退院時住所地（市町村）
　⑦入院前の場所（下記表1～５の選択肢から選択）　
⑧本人が希望していた退院先（下記表1～５から選択）
　⑨実際の退院後の行先（下記表1～6から選択）
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留意事項
　　対象者が事前に把握できず、退院直前で聞き取りが必要（項目⑥～⑨）となる。
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①

退院患者調査（府）

②

旧精神保健福祉資料（国）

③

患者調査（国）

・前年度の7月1日から調査年度6月 ・６月1か月間の新規入院患者の退院 ・指定した1か月間に退院した患者の

30日までの1年間に退院した患者 を1年間追い、退院者数を月ごとに 状況を調査する。

全数。 把握。 ・Ｈ26年調査による府内の精神疾患

・約２５，０００名 ・約２，０００名 の推計退院患者数（約２，３００名）

・H18度、H26度調査実施　 ・毎年６月３０日時点の状況 ・３年に１回実施

・府内の精神科病床を有するすべて （H28で終了） ・全国の医療施設を利用する患者

の病院対象 ・府内の精神科病床を有するすべて のうち、無作為抽出により抽出し

の病院対象 た医療施設における患者

・年齢 ・各月の退院者の数 ・性別

疾患名 退院後の行先 生年月日

在院期間 1年後の残留者数 患者の住所地

入院時の住所地 過去の入院の有無

退院時の住所地 入院年月日

住まいの場・退院後の行先 退院年月日

日中活動の場 受療の状況（病名）

地域移行支援の利用の有無 診療費等支払方法

入院前の場所

転帰

退院後の行先

・ 1年間の全退院患者の状況がわか ・ 退院率の計算可。 ・ 対象患者が明確

る（実態を正確に反映）。 ・ 対象患者が明確。調査項目に基づ 期間を1ヶ月に絞るので病院の事務

・ 過去の調査データとの比較可能。 いた調査がしやすい。 量は他の調査より少ない。

・ 過去２回の調査では、調査時点から ・ 国調査では個別の患者の状況は聞か ・ 対象者が少ない。

１年前にさかのぼり実施（聞き取 ず、数の把握のみ

り困難な状況や項目有）。 ・ 今から実施の場合１年以上の期間

・ 今から実施の場合1年以上の期間 必要。

必要。 ・ 対象患者に、長期入院者は含ま

入退院を頻回に繰り返す患者の れない。

転帰も計上される。 ・ 対象者が少ない。
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1自宅 11単身　　　 12

家族との同居

2障がい福祉関係 21

グループホーム

22

宿泊型自立訓練事業所

3高齢者福祉関係 31

特別養護老人ホーム

（介護老人福祉施設）

32

養護老人ホーム

33

ケアハウス

（軽費老人ホーム）

34

有料老人ホーム

35

介護老人保健施設

36

介護療養型医療施設

　（高齢者向け住居） 37

サービス付き

高齢者住宅

38

高齢者向け

グループホーム

4その他 41救護施設 42

その他

(

具体的に　　　　　　

)

43不明

5転院 51精神科 52他科

6死亡 61死亡

　選択肢 ⑦～⑨項目


